
写
真
・
文
富
岡
畦
草（
と
み
お
か
　
け
い
そ
う
）　 

大
正
15
年
8
月
、三
重
県
生
ま
れ
　
日
本
写
真
協
会
、日
本
写
真
家
協
会
、自
然
科
学
写
真
協
会
な
ど
の
会
員 

新宿通りに位置している四ツ谷見附橋。見附とは、城壁の出入り口に造られ
る砦の意味で、江戸城の甲州街道側に造られた城門を四ツ谷見附と呼んで
いた。その城壁は明治時代に撤去。大正時代に陸橋、四ツ谷見附橋が架け
られたという。 
現在、四ツ谷駅周辺は二つの顔を持つ。一つは、迎賓館を中心とした木々が
生い茂る落ち着いた雰囲気の街。もう一つは、新宿通りを中心にビルが建ち
並ぶ都市としての顔である。こうした自然と都市の共存こそが、今後の都市
設計を考えるうえで重要なのかもしれない。　　 （2000年10月27日　撮影） 

江
戸
城
外
堀
の一
区
間
の
水
を
抜
い
て
明
治
二
十
七
年（
1
8
9
4
年
）、中
央
線
の
前
進
・
甲
武
鉄
道
が
開

通
し
、四
ツ
谷
駅
は
開
業
し
た
。こ
れ
が
、官
営
の
中
央
線
と
な
り
、東
京
駅
ま
で
延
長
さ
れ
た
の
は
、大
正

八
年（
1
9
1
9
）の
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
か
ら
四
十
年
後
の
昭
和
三
十
四
年
三
月
、営
団
地
下
鉄
丸
の
内

線
が
斜
め
に
交
差
接
続
し
て
、赤
坂
、霞
が
関
方
面
の
便
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、こ
の
掘
り
割
の
四
ツ
谷
駅
を
跨
ぐ
四
ツ
谷
見
附
橋
は
、大
正
二
年（
1
9
1
3
）に
架
け
ら
れ

た
。近
く
の
赤
坂
離
宮（
現
、迎
賓
館
）と
の
調
和
を
考
慮
し
た
美
し
い
橋
で
、ス
ズ
ラ
ン
橋
の
橋
灯
が
と
も
る

夕
暮
れ
、こ
と
さ
ら
優
雅
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、交
通
量
の
増
大
と
老
朽
化
に
伴
い
、平
成
三
年
に
大
改
修
さ
れ
た
。ち
な
み
に
、こ
の
橋
を
渡
っ
て

い
た
11
系
統
新
宿
―
月
島
間
の
都
電
は
、昭
和
四
十
三
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。 

（
昭
和
三
十
七
年
一
月
十
三
日
 
撮
影
） 

 

消えた街角:富岡畦草・記録の目シリーズ 
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